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9
月
4
日
（
木
）
、
西
田
集
落
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
防
災
ま
っ
ぷ

作
成
を
行
い
ま
し
た
。

ウ
ェ
ザ
ハ
ー
ト
災
害
福
祉
事
務

所 

千
川
公
彦
氏
の
指
導
の
も
と
、

鶯
沢
日
向
地
区
行
政
区
長 
菅
原
忠

義
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
現
地
踏

査
を
行
い
、
確
か
め
た
内
容
を
防

災
ま
っ
ぷ
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。

た
め
池
が
多
く
、
土
砂
災
害
危

険
箇
所
で
も
あ
り
、
過
去
に
水
害

を
経
験
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ

ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

地
区
の
現
状
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
で
課
題
が
見
え
、
さ
ら
に

防
災
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

防
災
ま
っ
ぷ
作
成
事
業
（
社
協
会
費
充
当
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
　田
　地
　区

自分の名前を点字で打ちました。

自宅探しに夢中です。
１
学
年
85
名
が
10
月
４
日
（
金
）
、

10
月
７
日
（
月
）
、
点
字
体
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

佐
藤
伸
也
氏
を
講
師
に
、
人
と
の

出
会
い
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
点
字
の
打
ち

方
を
教
え
て
も
ら
い
、
実
際
に
自
分

の
名
前
や
文
章
を
点
字
で
打
ち
、
正

し
く
打
て
て
い
る
か
確
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

体
験
後
、
生
徒
か
ら
「
と
て
も
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
８
日
（
木
）
、
尾
松
地
区
・
文
字
地
区
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ

ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

シ
ア
タ
ー
で
は
栗
原
市
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
栗
駒
耕
英
地
区
「
山
脈
ハ
ウ
ス
」
を
会
場

に
、
会
食
を
し
な
が
ら
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

～
栗
駒
中
学
校
～

福

祉

体

験

シアター見学の様子。

地域支援事業　会食型食事サービス
「リフレッシュ交流会」開催
（歳末たすけあい募金配分事業）（歳末たすけあい募金配分事業）
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総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
老
人
憩
い
の
家
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
荘

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
栗
駒
支
所
　
電
話
：
45-

２
１
５
０

令
和
元
年

　12
月
12
日（
木
）

令
和
2
年

　1
月
9
日（
木
）

令
和
元
年

　11
月
21
日（
木
）

　
　
　
　12
月
26
日（
木
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

８
月
４
日
（
日
）
、
中

野
上
区
民
会
館
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。
栗

駒
・
鶯
沢
保
健
推
進
室

よ
り
講
師
を
招
き
、
健

康
づ
く
り
の
為
、
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
事
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
栗
原
市

健
康
づ
く
り
運
動
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
健
康
体
操
や
脳

ト
レ
で
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

９
月
１
日（
日
）、
四
日

町
集
会
所
を
会
場
に
市

民
運
動
会
の
慰
労
と
お

茶
っ
こ
会
を
兼
ね
、
各

行
事
に
対
し
、
地
区
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
感
謝

と
こ
れ
ま
で
以
上
の
団

結
を
図
る
た
め
開
催
し

ま
し
た
。

若
手
が
作
っ
た
流
し

そ
う
め
ん
や
焼
き
そ
ば

を
食
べ
な
が
ら
、
カ
ラ

オ
ケ
や
お
楽
し
み
抽
選

会
で
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

『
健
康
教
室（
お
茶
っ
こ
会
）』

中
野
上
地
区

　
会
長
　
大
場
　
虎
夫

『
区
民
祭
り
』

四
日
町
地
区

　
会
長
　
加
藤
　
洋
一

９
月
15
日
（
日
）
、

泉
の
里
を
会
場
に
開

催
し
ま
し
た
。
３
才

か
ら
小
学
生
を
含
む

地
区
住
民
36
名
が
集

ま
り
、
輪
投
げ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

お
互
い
に
応
援
し

合
い
歓
声
が
響
き
わ

た
り
、
賑
や
か
な
世

代
間
交
流
と
な
り
ま

し
た
。

『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
』

泉
沢
地
区

　
会
長
　
高
橋
　
春
彦

技
術
養
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の

お
知
ら
せ
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
）

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
を
左
記

日
程
に
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

[

日 

時]

12
月
19
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
正
午

[

場 

所]

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目
6
番
1
号
）

[

定 

員]

30
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

[

申
込
締
切]

12
月
6
日
（
金
）

[

申
込
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7

「
合
同
相
談
」の
お
知
ら
せ

栗
原
市
民
向
け
に
左
記
日
程
に
て

合
同
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

[

日 

時]

①
②
と
も
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

①
11
月
30
日
（
土
） 

②
12
月
14
日
（
土
）

[

場 

所]

①
栗
駒
老
人
憩
い
の
家
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
荘

②
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

[

内
容]

生
活
困
窮
や
日
常
生
活
で
の

困
り
ご
と
相
談
、
社
会
保
障
の
し
く

み
講
座
（
年
金
な
ど
）

※

講
話
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

[

問
合
せ
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7
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